
 

令和７年　第１２回　定例教育委員会　会議録 

 

　

 
日 時

令和７年１２月１９日（金） 

１５時００分～１６時４０分

 
場 所 阪南市防災コミュニティセンター　１階研修室

 

出　 　席　 　者

〈教育委員会〉 

教 育 長　　　　　中　野　泰　宏 

教育長職務代理者　　　　　八　田　三　紀 

委　　　　　　員　　　　　辻　　　雅　之 

委　　　　　　員　　　　　水　島　浩　子 

委　　　　　　員　　　　　柴　﨑　一　也 

〈事務局職員〉 

生 涯 学 習 部 長　　　　　松　下　芳　伸 

生涯学習部理事　　　　　中　山　孝　一 

教 育 総 務 課 長　　　　　堀　野　純　司 

学校給食センター所長　　　　　寺　井　浩　之 

学 校 教 育 課 長　　　　　石　原　　　慎 

こども政策課長　　　　　楠　本　剛　史 

生涯学習推進室長代理兼中央公民館長代理　　　　　秋　山　秀　子 

学校教育課主幹　　　　　林　　　江　美

 
事     務     局 教育総務課長代理　　　　　永　井　隆　祐

 
書            記 教育総務課長代理　　　　　永　井　隆　祐

 傍     聴     者 なし



 

会議の要旨 

 

（教育長） 

　　令和７年第１２回定例教育委員会を開会する。 

　　本会議は、出席委員が定足数に達しており、有効に成立している。 

　　署名委員に柴﨑委員を指名する。 

 

 

◆承認事項第１号「令和７年第１１回定例教育委員会会議録について」（教育総務

課） 

（教育長） 

　　承認事項第１号「令和７年第１１回定例教育委員会会議録について」であるが、

本会議録は、教育委員会会議規則第５条第２項の規定に基づき、委員会の承認が

必要である。 

　　意見、質問等はないか。 

（全委員） 

　　意見、質問等なし。 

（教育長） 

　　承認事項第１号について、案のとおり承認されたものとする。 

 

 

◆報告事項第１号「後援名義使用許可について」（教育総務課） 

（教育長） 

　　報告事項第１号「後援名義使用許可について」教育総務課の報告を求める。 

（教育総務課長） 

　　令和７年１１月１日から１１月３０日までの間に教育委員会が後援し、名義の

使用を許可した９件について、報告する。 

　　１件目は、ＮＰＯ法人子どもＮＰＯはらっぱ主催「こども体験教室２０２６」

である。令和８年２月２０日から２３日にかけて、志賀高原 一の瀬スキー場に

おいて、小学生以上を対象に、スキーやスノーボードなどのウインタースポーツ

や雪遊び体験、交流ゲームを体験する。 

　　２件目は、音楽玉手箱マトリョーシカ主催「０才から親子で楽しめる　わくわ

くクリスマスコンサート」である。令和７年１２月７日、阪南市立西鳥取公民館

において、マタニティのプレママや、０才から小学校の子どもを持つ親子を対象

に、小さい子どもと一緒に本格的な生演奏を楽しめるコンサートが開催された。 

　　３件目は、特定非営利活動法人おかん家主催「感じて語って繋がる上映会『風

たちの学校』」である。令和８年１月１７日、南海浪切ホール小ホールにおいて、

生きづらさを抱える小中高生とその保護者・関係者を対象に、居場所交流会や映

画上映会、監督トークショーが開催される。 
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　　４件目は、特定非営利活動法人ａｉｒ主催「通信制高校・サポート校合同相談

会」である。令和８年１月１７日、岸和田市の桜台市民センターにおいて、不登

校の中学生・高校生を持つ保護者を対象に、各通信制高校のブースでの進路選択

の不安を解消する個別相談会が開催される。 

　　５件目は、一般社団法人ママと子どもの子育てラボ主催「キッズマネースクー

ル　おみせやさんごっこ　はたらくってな～に？」である。令和８年１月２５日、

あいぴあ泉南において、阪南市・泉南市在住の４歳～１０歳のお子様と保護者を

対象に、おみせやさんごっこを通じ、親子で楽しくお金について学べる企画が開

催される。 

　　６件目は、泉佐野市主催「eスポーツ ゲームクリエイター アカデミー２０２

５冬」である。令和７年１２月１３日、１４日に、泉佐野オチアリーナにおいて、

小・中学生と保護者を対象に、現役で活躍するプロeスポーツ選手やクリエイタ

ーに直接触れられる職業体験型イベントが開催された。 

　　７件目は、ＮＰＯ法人子どもＮＰＯはらっぱ主催「こども防災クッキング」で

ある。令和８年１月１８日、阪南市立西鳥取公民館において、小学３年生から中

学生を対象に、防災クッキングと防災ポーチ作りのイベントが開催される。 

　　８件目は、ＮＰＯ法人じぶん未来クラブ主催「ＨＥＡＲＴ Ｇｌｏｂａｌ ミュ

ージック・アウトリーチツアー２０２６夏in泉佐野」である。令和８年５月８

日から１０日にかけて、泉佐野市立文化会館 エブノ泉の森ホールにおいて、小

学１年生から高校３年生までを対象に、アメリカの音楽教育の非営利団体「ＨＥ

ＡＲＴ Ｇｌｏｂａｌ」を招いて、表現芸術教育や「ＨＥＡＲＴ Ｇｌｏｂａｌ」

のキャストのホームステイによる異文化交流が行われる。 

　　９件目は、大阪府立青少年海洋センター主催「春のマリンフェスティバル」で

ある。令和８年３月１日、同センターにおいて、一般の方を対象に、カヌー・ク

ルーザー・小型ヨット等の体験ができるイベントが開催される。 

　　これらの事業は、阪南市教育委員会の後援等に関する規則第２条各号のいずれ

にも該当するとは認められないことから、名義の使用を許可したものである。 

（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 

（柴﨑委員） 

　　６件目の「eスポーツ ゲームクリエイター アカデミー２０２５冬」について、

阪南市の子どもたちは、どれくらい参加しているか。 

（教育総務課長） 

　　現時点では、実績報告書が提出されていないので、把握していない。 

（教育長） 

　　他に、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 
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◆報告事項第２号「令和７年度全国学力・学習状況調査結果概要について」 

（学校教育課） 

（教育長） 

報告事項第２号「令和７年度全国学力・学習状況調査結果概要について」学校

教育課の報告を求める。 

（学校教育課主幹） 

　　今年度より全国学力・学習状況調査の結果については、より多くの方に要点を

わかりやすく見ていただけるよう、府の形式にならい、様式を変更している。調

査対象は、小学６年生、中学３年生である。今年度の教科に関する調査は、小学

校が「国語・算数・理科」、中学校が「国語・数学・理科」であった。中学校に

おける理科、小中学校ともに学習状況等を問う質問調査は、タブレットを用いて

回答するオンライン調査となった。教科に関する調査結果など、詳細は資料のと

おりである。結果概要については、市のウェブサイトにも掲載している。 

（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 

（柴﨑委員） 

　　全国学力・学習状況調査結果については、小中学校ともに厳しい結果であると

感じる。大阪府平均が全国平均に近づきつつある中で、阪南市が上がってきてい

ない。この結果を受けて、各学校へどのように指導されているのか。 

（学校教育課主幹） 

　　校長会、教頭会をはじめ、教育フォーラムや研修の機会において、各校の活動

や授業改善につなげるよう助言している。具体的な例の一つとして、市の教科横

断的な課題である、文章等の正確な読み取りや記述式で解答するために必要と考

えられる語彙力を身につけるため、今年度は、市で招聘した学識の先生の講演会

には、各校学力担当者を悉皆参加とし、その講演内容を、校内の学力向上につな

がる校内研修として実施することを必須とした。また、そういった校内研修につ

いて、教職員アンケートを実施し、校内での研修の研鑽に努めるよう指導した。

校内研修の好事例については、市の学力向上担当者研修にて、担当者に他校の担

当者に向けて報告してもらい、その後、各校の分析結果と併せて学力向上につな

がる校内研修のブラッシュアップのための協議を設けるなどしている。 

（柴﨑委員） 

　　タブレットを活用した授業を展開しており、指導方法も変わってきていると思

うが、どのような状況か。 

（学校教育課主幹） 

　　タブレットの使い方については、各校で工夫している。桃の木台小学校では、

昨年度まで２年間、大阪府のスマートスクール実現モデル校として、実践してき

た。子どもたちが課題解決したいテーマによって、媒体を取捨選択するようにな

ってきている。テーマによって、情報をすぐに友達と共有できるタブレットの方
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がふさわしい、紙の方がふさわしいと選ぶようになってきている。例えば、様々

な意見や考えを共有し、ブラッシュアップしていくような場面では、タブレット

のシンキングツールを使うことが最適であると、子どもたちは学んできている。

一方で、単元の内容によっては、子どもたち自身が紙でまとめあげたいという希

望を伝えてくることもある。子どもたちが自立した学習者として学んでいける好

事例が出てきている。昨年度からは、朝日小学校が言語能力をはぐくむモデル校

として、タブレットと紙面の使い分けを、語彙を増やしていく観点を持ちながら

実践している。タブレットと紙面の使い分けについて、何が最適か、各校で精査

している段階である。 

（教育長職務代理者） 

　　全国学力・学習状況調査結果のよると国語力・語彙力に課題がある。これまで

も読書量を増やす取組は実施してきたと思うが、なぜ課題解決につながらないの

か。 

（生涯学習部理事） 

　　現在、阪南市内の特に小学校においては、図書室の貸し出し冊数をはじめ、学

級文庫や授業に関連する読書量等は、目に見えて増加していると言える。ただし、

それが国語力・語彙力、特に表現力や読解力に直結するかと言われれば、必ずし

も顕著に表れるものではない。やはり、幼少期より、家庭における読書量や読み

聞かせ等の積み重ねがあるかどうかが大きいと思われる。今後は、小中高を通し

て、読書習慣を積み重ねることで、結果が得られるものと期待したい。 

（辻委員） 

　　「読むこと」についても、音読と、黙読がある。日本語の良さや美しさを伝え

るためには、音読がいいのではないかと感じている。例えば、川柳であれば、韻

を踏んだり、洒落っ気があったりと、音に発して聞くことでより良さがわかる。

声に出して、耳で聞くことが大切ではないかと思う。 

（学校教育課主幹） 

　　昨年度まで東鳥取小学校に来てくださっていた大学教授からも、音読と黙読に

ついて、示してもらっていたことがあった。「音読ができなければ、黙読もでき

ない」ということは、国語ではよく言われおり、音読の大切さを意識して各校で

指導しているところである。また、タブレットには録音機能があることから、家

で音読したものを吹き込んで、宿題として提出させる学校もある。保護者が音読

を聞く時間が少ない児童でも、自分で自分の声を聞き取る、後で先生にも聞いて

もらえるという面で、子どもたちの意欲を高め、音読の上達につながる事例とな

っている。 

（水島委員） 

　　教科に関する調査結果を見ると、年度によって、上がったり下がったり、折れ

線グラフがギザギザしているが、何か要因があるのか。 

（学校教育課主幹） 

　　一概に説明することはできない。その年度の小学６年生、中学３年生が対象者
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であるため、同じ児童・生徒の結果でないため、その年度によって結果は変わっ

てくる。市全体の課題を踏まえながら各校に向け指導し、各教員の指導が同じベ

クトルで進んでいくよう、取り組んでいきたい。 

（水島委員） 

　　ギザギザしながらでも、少しずつ全国平均、大阪府平均に近づいていってもら

いたい。また、児童生徒質問調査結果を見ると、家庭の状況が大きなウェイトを

占めていると思う。この結果を親に伝えているのか。 

（学校教育課主幹） 

　　学校ごとに生活アンケートを実施しており、その結果を懇談会などで保護者に

共有している。経年での結果もホームページに掲載しており、保護者の方にも見

てもらいたいと思っているところである。また、各学校の学校だよりで取りあげ

ている学校もある。 

（学校教育課長） 

　　児童生徒質問調査結果は、市全体の結果である。学校間で結果内容は変わって

くる。各学校は、市の結果とその学校の結果を分析した上で、保護者に示してい

るところである。 

（教育長） 

　　学校ごとの分析は、学校だよりで示しているので、見てもらいたい。 

　　他に、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

 

 

◆報告事項第３号「令和７年度第２回阪南市社会教育委員会議の会議録について」

（生涯学習推進室） 

（教育長） 

報告事項第３号「令和７年度第２回阪南市社会教育委員会議の会議録について」

生涯学習推進室の報告を求める。 

（生涯学習推進室長代理兼中央公民館長代理） 

令和７年１１月１４日に開催した、令和７年度第２回阪南市社会教育委員会議

の会議録について報告する。案件は、（１）議長、副議長の選出について、（２）

財政非常事態宣言解除後の阪南市行財政構造改革プラン・改訂版の今後の取組

について、（３）令和８年４月以降の市立公民館の管理運営等について、（４）そ

の他、であった。 

詳細は資料のとおりである。 

（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 

（水島委員） 

　　東鳥取公民館を含め、旧東鳥取小学校周辺の跡地活用について、検討状況はど
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うなっているか。 

（生涯学習部長） 

　　旧東鳥取小学校周辺の跡地活用については、未来創生部が中心となり検討して

いる。 

（水島委員） 

　　海側の旧村など、狭い路地が多く風情があっていいと感じる反面、空き家や空

地が増えているところもある。民間が所有している土地は、なかなか手を出しに

くいが、公的な土地は少しでも話が進まないかという思いから、今回、話をさせ

ていただいた。 

（教育長） 

　　他に、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

 

 

◆その他案件①「教育委員会関連行事について」（各担当課） 

（教育長） 
　　教育委員会に係る行事等について、その内容と主たる担当課を示している。 
　　各課の報告を求める。 
 
　　※詳細は資料のとおり 
 
（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

 

 

◆その他案件②「教育委員会関連行事等の報告について」（各担当課） 

（教育長） 
　　その他案件②「教育委員会関連行事等の報告について」について、各課の報告

を求める。 

　　まず、初めに、１１月２９日に実施された「人権啓発ポスター展」について、

学校教育課の報告を求める。 

（学校教育課長） 

　　令和７年１１月２９日から１２月５日にかけて、阪南市立文化センターの２階

展示室にて、人権啓発ポスター展を開催した。本年度は、小中学校から５４作品

が出品された。家庭や学校での日常生活の中で得た体験や、学習等で身につけた

知識を活かし、児童生徒それぞれが絵にメッセージを込めて作製した作品からは、
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多様性や個性が尊重された社会を願う気持ちが伝わってきた。今後とも、より広

く市民の人権意識の高揚を図る一環として、人権啓発ポスター展示を行っていき

たい。 

（柴﨑委員） 

　　ポスター展を鑑賞させていただいたが、今回、中学生部門の作品が少なく感じ

た。何か理由はあるのか。 

（学校教育課長） 

　　中学生部門は、クラブに所属している生徒を中心に作品を出品する学校もある

ことから、作品が少なかった。 

（教育長） 

　　他に、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

（教育長） 

　　次に、１１月３０日に開催された「第３４回阪南市健康マラソン大会」につい

て、生涯学習推進室の報告を求める。 

（生涯学習推進室長代理兼中央公民館長代理） 

　　令和７年１１月３０日、第３４回阪南市健康マラソン大会が開催された。当日

は、午前９時３０分開始の「親子キッズの部」をはじめ、小学生の部及び一般の

部の参加者が５００ｍから１０ｋｍまでの各種目に分かれて、せんなん里海公園

内の周回道路を走行した。天候にも恵まれ、昨年度を大きく上回る１４５名のラ

ンナーが参加された。 

（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 

（水島委員） 

　　医療スタッフとして参加させていただいた。今年度は、各学校において児童・

生徒たちに直接周知したことで、例年に比べて参加者が多く、賑やかな大会とな

ってよかったと感じている。また、閉会式で抽選会があったことも盛りあがった

要因ではないかと思う。気分が悪くなった子どもも３人程度いたが、特に大事に

至らずに済んだ。医師と看護師を配置し、安全対策をしていることで、安心して

参加いただける大会になっている 

（教育長） 

　　他に、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

（教育長） 

　　次に、同じく１１月３０日に開催された「まい幼稚園音楽参観」について、こ

ども政策課の報告を求める。 

（こども政策課長） 
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　　令和７年１１月３０日、まい幼稚園音楽参観が開催され、２０名の園児が参加

した。今年度は、初めての取組として、１部は園児の発表、２部は音楽講師によ

るミニコンサートを行った。子どもたちが自由に歌ったり踊ったりする姿を保護

者に見てもらいながら、一緒にコンサートを楽しみ、「音楽」を満喫できる時間

となった。 

　　また、併せて、令和７年１１月２８日に開催された「はあとり幼稚園音楽参観」

についても、報告させていただく。当日は、５２名の園児の参加があり、多くの

保護者や祖父母の方に参観していただくため、クラスごとの参観として実施した。

また、担任が発表曲ごとに、取組過程の様子などを伝える時間を取り、保護者に

子どもの育ちを十分に感じてもらえるよう心がけた。 

　　両園とも、特に５歳児は、自分の力を発揮した。また、みんなで協力してやり

遂げた等の達成感を感じたのか、生き生きとした表情のように感じたと聞き及ん

でいる。 

（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

（教育長） 

　　次に、同じく１１月３０日に実施された「阪南市版社会教育士講座」について、

中央公民館の報告を求める。 

（生涯学習推進室長代理兼中央公民館長代理） 

　　東鳥取公民館では、地域の人材の育成と発掘をおこない、地域の活性化をめざ

して、阪南市版社会教育士講座を開催している。令和７年１１月３０日は、大阪

樟蔭女子大学の萩原雅也名誉教授を招き、「地域づくりへのヒント」をテーマと

した。地域づくりに際して、１人でできること、１０人でできること、１００人

でできることを考察し、発表した。参加者が、それぞれの考えを発表しながらも、

お互いの意見を尊重することで、様々な立場から生まれたアイデアが良い形とな

り、地域づくりを達成していくことのヒントを学んだ。講座の終了後においても

参加者同士で地域活性化の話が続き、地域づくりへの関心の高さが伺える講座と

なった。 

（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

（教育長） 

　　次に、１２月２日、３日に行われた「１２月定例会一般質問」について、生涯

学習部長の報告を求める。 

（生涯学習部長） 

　　教育委員会に関連する質問としては、杉本議員から「給食費の無償化について」
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を、山本光男議員から「放課後学習、部活の指導者などについて」を、二神議員

から「人生１００年時代を迎え、誰もが学んだ成果を地域で活かして輝けるまち」

として学校給食センター関連の内容を、見本議員から「桃の木台小学校のトイレ

改修について」を質問いただき、各々の状況を答弁させていただいた。詳細は、

市のウェブページから議会中継をご覧いただける。 

（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 

（教育長職務代理者） 

　　中学校給食がとても美味しくなり、喜ばれている。一方で、複数の保護者の方

から量が足りないという話も聞く。女子でも空腹が満たされないそうで、おかわ

りをしたい生徒は、じゃんけんで決めているようである。給食の量は、どのよう

に決められているか。ごはんだけでも増量する余地はないか。 

（学校給食センター所長） 

　　子どもたちから「美味しい」と言っていただけることは、非常に嬉しいことで

ある。子どもたちの給食量については、学校給食摂取基準で定められている１食

当たりの栄養価を目途に献立を作成している。ごはんの量は、市町村によって異

なるが、本市では中学生であれば一人当たり精米量で１００ｇ、ご飯に炊くとお

よそ２２０gから２３０ｇとなり、特段他市町村と比べて少ないといった状況で

はない。また、副食の量は、汁物や煮物などメニューによって多少バラつきがあ

り、日によって多く感じたり、少なく感じたりすることもあると思う。一方で、

その日のメニューによってバラつきもあるが、学校給食センターでの測定結果に

よると、直近の１２月の最初の２週間において、中学校だけで、主食で一日当た

り平均３０．９kgの残食量となっているという現状もある。学校や学級、あるい

は子どもたちの雰囲気にも影響されることもあるが、美味しく食べていただき、

残食量を減らせるよう、今後も取組を進めていきたい。 

（教育長） 

　　他に、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

（教育長） 

　　次に、１２月６日に開催された「シニア・ライフプランニング講座」について、

中央公民館の報告を求める。 

（生涯学習推進室長代理兼中央公民館長代理） 

　　令和７年１２月６日、「人生１００年時代　今から始める資産運用」をテーマ

として、ソニー生命のファイナンシャルプランナーを講師としてお招きし、シニ

ア・ライフプランニング講座を開催した。人生１００年時代、超インフレ時代の

老後をどう生き抜くか、自分の身を守るために負けない資産運用を学んだ。 

（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 
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（全委員） 

　　質問等なし。 

（教育長） 

　　次に、１２月７日に実施された「絵本作家さいとうしのぶさん　おはなし会＆

ワークショップ」について、生涯学習推進室の報告を求める。 

（生涯学習推進室長代理兼中央公民館長代理） 

　　令和７年１２月７日、「絵本作家さいとうしのぶさん　おはなし会＆ワークシ

ョップ」を開催した。布の絵本や大型紙芝居、２８メートルもの巻物絵本を使っ

てのお話し会の後、自分の名前で絵本を作るワークショップを行った。さいとう

先生の読み聞かせで一緒に歌ったり、２８メートルの巻物を参加者が手渡ししな

がら会場内を１周するという珍しい体験に驚きの歓声が上がっていた。また、ワ

ークショップでは、講師が声掛けしながら回ることで、個別に話をする機会を持

つことができ、参加者はとても楽しんでいた。アンケート結果でも、多数が大変

満足したという意見で、楽しみながら本の魅力を知ってもらう機会となった。 

（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

（教育長） 

　　次に、１２月１０日に実施された「１２月定例会厚生文教常任委員会」につい

て、中央公民館の報告を求める 

（生涯学習推進室長代理兼中央公民館長代理） 

　　１２月議会において上程した尾崎公民館の指定管理者の指定に係る議案と中

央公民館の設置場所の変更に伴う阪南市立公民館条例の改正に係る議案の付託

に関して、１議員から有資格者の配置に関する質問があった。生涯学習推進室長

から、適切に職員を配置していく旨の答弁を行い、可決すべき議案として決定さ

れた。 

（教育長） 

　　次に、１２月１１日に実施された「１２月定例会予算常任委員会」について、

予算計上した課の報告を求める。 

（教育総務課長） 

　　主なものとしては、車椅子に乗った生徒が階段を移動できるよう、移動式昇降

機を購入するための予算を計上した。また、猛暑による影響で小中学校の光熱水

費が増大したことから、増額補正を行った。 

（学校給食センター所長） 

　　消耗品費と光熱水費について、増額補正を行った。消耗品についてはボイラー

の清缶剤の不足分によるもので、光熱水費については電気、ガス料金が当初見込

が少なかったことが要因である。 

（学校教育課長） 
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　　令和７年度から８年度の外国語指導助手配置事業と、令和７年度から令和１０

年度の水泳の充実推進事業について、債務負担行為補正を行った。 

　　また、歳入の補正として、府の補助金である市町村医療的ケア体制整備推進事

業補助金を増額補正している。内容としては、次年度進学、進級する支援を必要

とする児童・生徒のための施設改修や備品購入、また、今年度修学旅行に参加す

る際にリフト付きのバスを借り上げた際の費用について、補助金申請を行ったこ

とによるものである。 

（生涯学習推進室長代理兼中央公民館長代理） 

　　阪南市立文化センター　能舞台の老朽化に伴う大屋根修繕を行うため、令和７

年６月６日よりガバメントクラウドファンディングを実施したところ、寄附金額

１００万４千円が集まった。そのため、当初の計画では実施が不可能であった修

繕も実施することができることとなったため、当初予算額から６１万２千円を増

額するとともに、業務委託に係る債務負担行為等を提出した。 

（こども政策課長） 

　　主なものとしては、保育所給食用牛乳供給委託と石田保育所給排水管改修工事

について、債務負担行為の追加を行った。 

（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

（教育長） 

　　次に、１２月１４日に実施された「クリスマスツリーを作ろう！」について、

生涯学習推進室の報告を求める。 

（生涯学習推進室長代理兼中央公民館長代理） 

　　令和７年１２月１４日、クリスマス飾りを一緒に作ることで、子どもたちにと

って図書館が楽しい場所だと感じてもらい、児童の利用率アップにつなげること

を目的に、図書館にてクリスマスツリー作りを行った。工作の前に本の読み聞か

せを行い、子どもたちは落ち着いて話を聞いてくれていた。工作では、参加者そ

れぞれが毛糸を巻きつけ、楽しそうに飾りを選びながら、オリジナルのクリスマ

スツリー作りを行った。いろいろな色の毛糸を使い、飾り付け方もそれぞれの趣

向が凝らされ、素敵なクリスマスツリーが出来上がった。 

（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

（教育長） 

　　次に、１２月１８日に実施された「まほうのおばさんおはなしかご」について、

中央公民館の報告を求める。 

（生涯学習推進室長代理兼中央公民館長代理） 
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　　令和７年１２月１８日、西鳥取公民館で「まほうのおばさんおはなしかご」を

開催した。乳幼児期の親子を対象に、わらべうた、手遊び、読み聞かせ等を通し

て、空想力などを育む機会づくりと親子のコミュニケーションを目的として、毎

月第３木曜日に実施している。阪南市おはなし会の皆さんが、人形や布のおもち

ゃを使って手遊びやわらべうたで、子どもが興味を持つように遊んだり、子ども

が喜ぶ絵本を選んで、本格的な読み聞かせを行っている。子育て中の悩みも聞い

てくれたり、クリスマスシーズンにはママへのプレゼントとしてオーナメントづ

くりをしたり、親子連れの参加者に、大変喜ばれる講座となった。 

（教育長） 

　　ただいまの報告を受けて、質問等はないか。 

（柴﨑委員） 

　　木曜日の開催であるが、開催の時間帯は、どうか。 

（生涯学習推進室長代理兼中央公民館長代理） 

　　この事業は、西鳥取公民館の指定管理者の自主事業である。乳児期の親子連れ

が出席しやすい平日の日中に開催している。 

（教育長） 

　　他に、質問等はないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

 

 

◆その他（教育長） 

（教育長） 

　　続いて、委員から何かないか。 

（柴﨑委員） 

　　泉鳥取高校の跡地の活用について、進展はあったか。 

（生涯学習部理事） 

　　泉鳥取高校の跡地及び建物については、大阪府が所有している。大阪府教育庁

と阪南市とで、阪南市及び市民にとって、最も有効な活用方法について重要な検

討課題であるという共通認識を持っている。今後とも、市長部局を中心に慎重か

つ前向きな検討を重ね、大阪府教育庁との協議を進めていく。 

（生涯学習部長） 

　　泉鳥取高校の体育館については、本市の危機管理課と泉鳥取高校で防災協定を

締結しており、今後も避難場所と活用する方向である。また、市としても、泉鳥

取高校跡地が地域の活性化に寄与する施設になるよう、毎年、府に対して継続し

て要望している。府立高校の再編整備が進み、統廃合する学校が増えて行く中で、

府もトータルで活用を考えていくことになるので、なかなか難しい課題だと思っ

ている。府としては、跡地活用をしないのであれば、処分というスタンスである。 

（教育長） 
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　　今年度、府は、泉鳥取高校の隣接地との境界確定などを行っている。府議会で

は、令和７年１１月定例会において、渡辺秀綱府議が泉鳥取高校跡地の早期活用

に関して一般質問しており、大阪府教育委員会教育長からは、「阪南市から具体

的な活用の要望が確認でき次第、サウンディング調査などを実施する」と答弁が

あったところである。また、りんくう翔南高校についても、３年連続定員割れと

なっていることから、府の方針に基づくと、募集停止の対象となる。泉鳥取高校

の閉校に伴い、その機能をりんくう翔南高校に統合しているという経過もあり、

また、泉州地域の子どもたちの学習環境の確保等を踏まえ、りんくう翔南高校の

存続については、泉南市、阪南市、田尻町、岬町の首長、教育長連名で府に要望

を行うこととしている。 

　　他に何かないか。 

（教育長職務代理者） 

　　シオノギヘルスケア株式会社が市販薬の適正使用を啓発するために「ツナグカ

ード」を作成し、無償配布している。ＱＲコードを読み込めば、相談窓口の一覧

が出てきて、夜中でもチャットで相談できるようなところであったり、保護者向

けの相談窓口にもつながる。大阪市内の学校のトイレに設置しているケースでは、

知らないうちに子どもたちがカードを持っていっているようである。学校の保健

室やトイレ、また若いお母さんがよく来るような施設に置いてみてはどうか。 

（教育長） 

　　他に何かないか。 

（教育長職務代理者） 

　　学校薬剤師は、学校環境衛生の維持管理に関して、指導・助言することが一番

の業務である。来年度は、学校配膳室に入らせてもらって、指導・助言できるよ

う、学校給食センターと調整しているところである。 

（教育長） 

　　他に何かないか。 

（全委員） 

　　質問等なし。 

（教育長） 

　　次回の令和８年第１回定例教育委員会は、令和８年１月２３日金曜日午前９時

から阪南市役所３階全員協議会室で開催したいが、いかがか。 

（全員） 

　　異議なし。 

（教育長） 

　　令和７年第１２回定例教育委員会を閉会する。 

 

 

 


